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【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｐ   6/02    ３７１Ｐ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年12月12日(2013.12.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　有利には、電気モータは中間回路コンデンサを有し、この中間回路コンデンサは電力出
力段、殊に電力出力段の半導体スイッチと少なくとも間接的に接続されており、電気モー
タは制御可能に構成されている分離スイッチ、例えばリレーまたは半導体スイッチを有し
、この分離スイッチのスイッチング区間は中間回路コンデンサを電力出力段と接続し、分
離スイッチの制御端子は制御ユニットと接続されており、この制御ユニットは、中間回路
コンデンサの欠陥に依存して、殊に欠陥によって低抵抗で相互に接続されているか、短絡
している中間回路コンデンサの電極に依存して、分離スイッチのスイッチング区間を分離
するための制御信号を形成し、この制御信号を分離スイッチに送信するよう構成されてい
る。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステータ（３，１６２）と、永久磁石から形成されているロータ（１０，１６３）とを
備えた、電子的に整流される電気モータ（１，１６０）であって、
　前記電気モータ（１，１６０）は、ステータ（３，１６２）と接続されている制御ユニ
ット（１４，１６，１６８）を有し、該制御ユニットは、前記ステータ（３，１６２）が
前記ロータ（１０，１６３）を回動させる回転磁場を形成するよう前記ステータ（３，１
６２）を駆動制御するものである、電子的に整流される電気モータ（１，１６０）におい
て、
　前記電気モータ（１，１６０）は、複数の半導体スイッチ（４０，４２，４４，４６，
４８，４９）を備えた電力出力段（１２，１６４）を有し、且つ、
　前記制御ユニットは、前記電力出力段（１２）の欠陥のある半導体スイッチ（４９）に
依存して、前記回転磁界を形成するために前記ステータ（３）を下記のように駆動制御す
る、すなわち、
　前記ロータが１回転（１５０，１５２，１５４，１５６）する間に該ロータから機械的
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な出力（３１）が供給されるか、または、前記欠陥に起因する前記電気モータ（１，１６
０）の制動トルクは、半導体スイッチが欠陥のある動作状態において、低減されているか
、完全に補償されるように、駆動制御し、
　前記制御ユニット（１４，１６，１６８）は、蓄積された回転エネルギを用いて前記ロ
ータ（１０）が、欠陥のある半導体スイッチ（４９）に対応する、前記ロータの回転の欠
陥角度領域を通過することができるように前記ステータ（３）を駆動制御するよう構成さ
れており、
　前記制御ユニット（１４，１６，１６８）は、相互に異なる駆動制御パターンのための
メモリと接続されており、且つ、欠陥のある半導体スイッチに依存して、前記メモリに記
憶されている駆動制御パターンを選択し、該選択された駆動制御パターンを用いて前記ス
テータを駆動制御するよう構成されており、
　前記制御ユニット（１４，１６）は、ロータの回転方向において欠陥角度領域（９５）
に続く角度領域（９６）において、前記ロータ（１０）が前記欠陥角度領域（９５）を通
過することができるように、欠陥のない半導体スイッチ（４０，４２，４４，４６，４８
）を用いて前記ステータ（３）を駆動制御するよう構成されている、
　ことを特徴とする、電気モータ（１，１６０）。
【請求項２】
　前記駆動制御パターンは、時間的に連続するスイッチングパターン（２０２）によって
それぞれ形成されており、該スイッチングパターン（２０２）は前記ステータ（１６２）
のステータコイル（１７０，１７２，１７４，１７６，１７８）の電圧状態および／また
は通電状態をそれぞれ表し、
　各スイッチングパターン（２０２）は符号語によって形成されており、該符号語は各ス
テータコイル（１７０，１７２，１７４，１７６，１７８）に対して１ビットを有し、該
ビットは、前記ステータコイル（１７０，１７２，１７４，１７６，１７８）の前記電圧
状態および／または前記通電状態を表す、請求項１記載の電子的に整流される電気モータ
（１，１６０）。
【請求項３】
　前記電気モータは中間回路コンデンサ（１８４）を有し、該中間回路コンデンサ（１８
４）は前記電力出力段（１６４）の半導体スイッチと少なくとも間接的に接続されており
、
　前記電気モータ（１６０）は制御可能に構成されている分離スイッチ（１８２）を有し
、該分離スイッチ（１８２）のスイッチング区間は前記中間回路コンデンサ（１８４）を
前記電力出力段（１６４）と接続し、
　前記分離スイッチ（１８２）の制御端子（１８７）は前記制御ユニット（１６８）と接
続されており、該制御ユニット（１６８）は、前記中間回路コンデンサ（１８４）の欠陥
に依存して、前記中間回路コンデンサ（１８４）の前記欠陥によって低抵抗で相互に接続
されているか短絡している電極に依存して、前記分離スイッチ（１８２）のスイッチング
区間を分離するための制御信号を形成し、該制御信号を前記分離スイッチ（１８２）に送
信するよう構成されている、請求項１または２記載の電子的に整流される電気モータ（１
６０）。
【請求項４】
　前記欠陥のある半導体スイッチとは、低抵抗であるか、または短絡している半導体スイ
ッチである、請求項１から３までのいずれか１項記載の電気モータ（１６０）。
【請求項５】
　ステータ（３）とロータ（１０）とを備えた電子的に整流される電気モータ（１）を用
いて回転運動を生じさせる方法であって、
　前記ステータ（３，５，７，９）と接続されている複数の半導体スイッチ（４０，４２
，４４，４６，４８，４９）の駆動制御により、前記電気モータ（１）の前記ロータ（１
０）を回動させる回転磁場が形成される、方法において、
　欠陥のある半導体スイッチ（４９）に依存して、
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　前記ロータ（１０）が回転全体にわたって機械的な出力（３１）を供給することができ
るように、もしくは、
　前記欠陥に起因する前記電気モータ（１，１６０）の制動トルクが、半導体スイッチが
欠陥を有している動作状態において低減されているか、または完全に補償されているよう
に、
　回転磁界を形成すること、
　前記ロータ（１０）が蓄積された回転エネルギを用いて、欠陥のある半導体スイッチ（
４９）に対応する、前記ロータの回転の欠陥角度領域を通過することができるように前記
ステータ（３，５，７，９）を駆動制御すること、および、
　相互に異なる駆動制御パターンをメモリに蓄積し、且つ、欠陥のある半導体スイッチに
依存して、前記メモリに蓄積されている駆動制御パターンを選択し、選択された駆動制御
パターンを用いて前記ステータを駆動制御すること、
　前記ロータ（１０）の回転方向において前記欠陥角度領域（９５）に続く角度領域（９
６）において、前記ロータ（１０）が前記欠陥角度領域（９５）を通過することができる
ように、欠陥のない半導体スイッチを用いて前記ステータを駆動制御すること
を特徴とする、方法。
【請求項６】
　欠陥の無い半導体スイッチ（４０，４２，４４，４６，４８）を用いる動作用の駆動制
御パターン（７０）と、欠陥のある少なくとも１つの半導体スイッチ（４９）のための少
なくとも１つの駆動制御パターン（７１）を蓄積し、
　低抵抗の接続（３８）または短絡（３８）に依存して、前記欠陥のある半導体スイッチ
（４９）に対応する駆動制御パターン（７１）を選択し、選択した駆動制御パターンを用
いて前記ステータ（３，５，７，９）を駆動制御する、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　各半導体スイッチ（４０，４２，４４，４６，４８，４９）に対して、欠陥のある半導
体スイッチ（４０，４２，４４，４６，４８，４９）用の駆動制御パターン（７１）を蓄
積する、請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記欠陥のある半導体スイッチ（４９）に依存して、前記欠陥のある半導体スイッチ（
４９）に対応する駆動制御パターン（７１）を形成し、前記欠陥のある半導体スイッチ（
４９）に関して形成した駆動制御パターンを用いて前記ステータ（３，５，７，９）を駆
動制御する、請求項５から７までのいずれか１項記載の方法。
【請求項９】
　前記欠陥のある半導体スイッチとは、低抵抗であるか、または、短絡している半導体ス
イッチである、請求項５から８までのいずれか１項記載の方法。
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